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『子どもを伸ばすスイッチ』

暑中お見舞い申し上げます。

九州地方では梅雨前線の停滞から大雨による被害の状況が毎日報道され、これからの復旧の過程には大きな困難が予想され、被災地域の方のご苦労に心を痛めています。一方、北海道では７月上旬から連続真夏日が一週間以上も続く異常な天候でした。その後、ようやく北国の夏本番を思わせる澄んだ青空、刷毛で掃いたような白い雲、暑い中にも時折吹くすがすがしい風を感じる季節となりました。さあ、待ちに待った夏休みです。学園でも朝から子ども達の元気な声が響いています。今年から町内会のラジオ体操も始まりました。今年はなにをして、どんな思い出をつくるのでしょう真っ黒に焼けるまで力一杯に遊びまわってほしいと思っています。子ども達は経験の中で何かをつかみ、経験を通して自分を成長させていくものだと思っています。私たちは子どもの成長のために経験を提供し、何を身につけるのかの道標を示唆してあげることが大切なのだと思います。

将棋の「藤井総太４段」のプロ初戦からの２９連勝という新記録が話題になりました。藤井４段の中学生とは思えないような落ち着き、浮つくことの無い淡々とした振る舞いなども好感をもたれていたようで、将棋に関心を持つ人が増え、その面でも大きな功績を作ったようです。将棋の世界で、藤井総太４段の先輩に谷川浩志名人という棋士がいます。谷川名人の父親は、谷川名人が５歳でその兄が１０歳の時に、一緒に遊べば兄弟げんかをしないだろうと将棋の駒と盤を買い与えましたが、父親自身は将棋を知りませんでした。兄弟は駒の並べ方、動かし方を百科事典と首っ引きで覚えていったと言うことです。父親はお寺の住職でしたが、兄弟にはお経も教えなかったし、どちらにも後を継げとも言わなかったそうです。そして、「この有り難い命は自分の好きなことをするために使うのが一番です。大事なのは、好きなことを見つけられるかどうかです。私は子どもたちに好きなことが見つかるようにしてやろう、優れた点を伸ばしてやろうと思っただけです」と後に述懐していたそうです。
また、野球のイチロー選手の父親は、大変野球が好きでした。そこで、イチロー選手がもの心ついた頃から、一緒にキャッチボールやバッティングをして遊び、小学校３年生くらいからは、近くのバッティングセンターに一緒に通い詰め、バットの芯で確実にボールを捉える眼と技術を養わせたそうです。そうした努力もあって、イチロー選手は小学校を卒業する頃には時速１００キロのボールでさえも打てるようになったというのです。独特の『振り子打法』は、中学校を終えるまで続けたバッティングセンターでの練習で身につけたもので、今でも父親はイチロー選手の良きアドバイザーとして欠かせない存在と言われています。
　谷川名人の父親は「きっかけ」を大切にし、イチロー選手の父親は『二人三脚』を実行したのです。この話から『子どもの才能や可能性は周りからの刺激によって、より一層現実味を帯びてくる』ことがわかります。
子どもを伸ばすスイッチというのがある、と言われています。
　　１．人の話を感動して聞く習慣をつける
　　２．目標を実行する習慣をつける
　　３．結果より達成の仕方に集中させる
　　４．全力投球させる
そして、子どもには三つの癖があります。
　　１．競争したい
　　２．仲間になりたい
　　３．褒められたい

今の子どもたちにとって一つ一つの経験や時間が自分の血となり、身になって、肉になる貴重な時間の積み重ねなのです。これからも、少しでも子ども達の成長を意図した取り組みを進めていきたいと考えています。

施設長　吉　田　幸　雄
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８月の行事予定

8月1日（火）　学園キャンプ（2日目　厚田村キャンプ場）

8月4日（金）　学園海水浴　　　　　8月５日（土）　海水浴予備日　　8月8日（火）高校生キャンプ（～9日岩見沢公園）
8月7日（月）　幼児行事（モエレ沼公園）　　　　　　　8月11日（金）　山の日

8月17日（木）　岩見沢西高校・栗山高校始業式

8月18日（金）　駒澤幼稚園・新篠津高校始業式　　 　　8月19日（土）　誕生会

8月21日（月）　南小学校・光陵中学校始業式

8月23日（水）　学園避難訓練　　　　　　　　　　　　　8月24日（木）　幌加内高校始業式

8月25日（木）札幌歯科専門学校前期試験（～８/30）　　8月26日（金）劇団カッパ座観劇（まなみーる）　サッカー観戦（札幌ドーム）

8月28日（月）南小学校2年学年レク　南小学校PTA活動　新篠津高等養護学校3年実習（～１０/6）
8月30日（水）栗山高校期末テスト　光陵中学校PTA活動

8月31日（木）南小学校5年宿泊研修（～9/1）新篠津高等養護学校1年事前実習
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください）7月1日～31日
コープさっぽろ 様　　前野商店 様　JA北海道 様　岩見沢ロータリークラブ 様　ビクトリア観光 様　　高瀬薫 様　石川治夫 様　河内克彰 様　株式会社ZAWA.COM様　佐藤直輝 様　フィリップモリスジャパン合同会社 荒川 様　宮川農園 宮川久 様　太田米良 様　北海道新聞社会福祉振興基金 様　

· 職員紹介　グループ　事務・看護・家庭支援・心理　●










今か今かと楽しみに待っていたお誕生日会、みんなにお祝いしてもらい、モジモジと恥ずかしさはあるものの頼もしい6歳のお兄さんの姿を見せてくれました。（焼肉も美味しくいただきました）今から7歳の誕生日を楽しみにしています！


－幼児グループ　西田明朱美－











「前期をふりかえって」


ぜんきはちょっとべんきょうに集中できなかったから後期はしっかり集中できるようにする。


-男子グループ　R君-


「夏休みに楽しみにしていること」


夏休みに楽しみにしていることは、家に帰ることです。それと、キャンプも楽しみにしています。でも、天気が心配です。


－男子グループ　K君－


「夏休みに楽しみにしていること」


夏休みに楽しみにしていることは、キャンプに行くことです。今年は、あつべつに行く予定です。海水浴もできるそうです。でも私が一番楽しみにしているのは、お料理を作ることです。


－女子グループ　Yさんー











1年ぶりに青竹先生にお越しいただき、書道教室が開かれました。自分の名字の一文字を書きたいと話す子や、以前よりもっと難しい漢字にチャレンジしたいと意気込む子がおり、青竹先生に指導してもらいながら熱心に取り組み、素敵な1枚を書き上げました。食堂前に展示していますので、ぜひご覧ください。　　　　　


－家庭支援専門相談員　大浦志帆－





　日曜日のお昼にみんなで「流しそうめん」をしました。そうめんだけではなく、たまにトマトを流したり、キュウリを流したり、ひやむぎやラーメンも流しました。


　在園生だけではなく、卒園生も加わりながら、必死でそうめんやトマト、キュウリをつかもうとする子どもたちの姿に、微笑ましさを感じました。


　暑さを忘れる楽しい昼食でした。


ー心理士　寺崎真一郎―














★今年の目標


日々コツコツと





★わたしの好きな岩見沢スポット


大和タウン





★今、ハマっていること


特にありません


　





★今年の目標


病気の人をあまり出さず、皆元気に過ごしてもらうこと


★わたしの好きな岩見沢スポット


メープル倶楽部





★今、ハマっていること


ストレッチ











7月1日に蕎麦の種植えを行いました。大きい子は毎年の経験から上手に種をまき、年下の子に教えながら取り組む姿はとても頼もしく、小さい子たちはその小さな手で種を握りしめ「大きくなーれ、大きくなーれ」とおまじないをしながら蒔く姿がとても可愛らしく皆が楽しめる良い機会になりました。


―幼児グループ　昼八賢悟―








★今年の目標


仕事も家事も育児も全部がんばる！





★わたしの好きな岩見沢スポット


ドラッグストア





★今、ハマっていること


いかにはやく寝るか











★今年の目標


いかに1年無事に乗り切るか・・・乗り切れるかな(笑)





★わたしの好きな岩見沢スポット


大地のテラス、グリーンランドにつながる家の前の農道


夕張から岩見沢に来るグネグネした道・・・あ、そこは夕張かな(笑)





★今、ハマっていること


一軒家を借りたので、部屋のレイアウトや飾りつけにハマっています。











小林先生（事務）





　岩城先生（看護）





　　大浦先生（家庭支援）





寺崎先生（心理）

















暑い日に冷たい麺のはずが、全体的にぬるいものになり、味がサイコーというわけではありませんが、皆で作って食べるとおいしいものになるんだなと思いました。小さなグループの中では、「俺がやりたい！」とぶつかることもありましたが、そこは共にしている大人が、役割を分担したり、協力を促したり、決して勝ち取るから楽しめるのではない、グループの中でもはじまりから終わりまで成長が見られました。


―女子グループ　西原潤子―





「


　7月の誕生会では卒園生も交えて行いました。誕生日生のS君は卒園生の


お兄ちゃん、お姉ちゃんからもお祝いされて嬉しそうにしていました。卒園生


が仕事で大変なこと、頑張っていること、以前での学園での生活のことを話して


いる際には、今学園にいる子ども達はそれを興味津々に聞いていました。卒園生も


学園の人たちも、今日の招く会を楽しみにしており、久しぶりに会う大人達や子ども


達とで昔話に花を咲かせていました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　－男子グループ　林　祐太－








